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情報判断力を高める教員研修用 Web教材の開発
辻 徹七三宮真智子牢寧
社会の情報化が進むとともに 教育における情報化もめざましい発震を遂げている。これまでf青報
教育の中心であったJ博報機器の操作技術に関する指導にもまして 情報をどう判鎖すればよいかに関
する指導の必要性が強く叫ばれるようになった。しかし 依然として情報判断についての指導が学校
教育の中で実現できているとは言い難い。子どもたちに靖報を適切に判斬する力を身につけさせるに
は，まず指導する衡の教師自身が十分な靖報判断力を身につけておかなければならない。そこで本研
究では，教師の官報判断力を高めるためにWぬ教材を開発した。本稿では，その概要を示すとともに，
異体例を居いて内容の一部を紹介する。
〔キーワード:雷報教育，靖報判断，教員研修，研{彦教材〕
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社会の靖報化は，ここにきて加速度を増しながら進ん
でいる。ほんの数年前には 全ての普通教室にインター
ネット接続が可能なコンピュータが整備されるなど想橡
もしなかったことである。情報機器の整儲が整い，子ど
もたちの学習の進め方も変わってきている。小学校では
ほとんどの教科にインターネットを活用した調べ学習が
盛り込まれ，それに伴い，教員研惨においてもコンビュー
タやインターネットを活用した指導技衝の研修が盛んに
行われるようになった。
社会の靖報化が進んだ、ことで，変わったのは教青環境
だけではない。子どもたちが巨や耳にする情報において
その量が増えるだけでなく 情報の種類や質についても
るりとあらゆるものが現れたのである。そのため， これ
まで構報教育の中心で、あ戸った情報機器の操作技術に関す
る指導にもまして 構報をどう判断すればよいかに関す
る指導の盛要性が強く叫ばれるようになった。三宮
(2002)は，思いこみや惑情をよりどころとするのでは
ない合理的な'捷報判断力を育成することが，情報教育に
おいて欠かせないと述べている。また三宮・久坂(2006)
は，承諾誘導技法に見られる情報操作の問題を敢り上げ，
どのよう ζ靖報操作が行われるのかについて，事例の分
軒を行っている。さらに三宮・久坂 (200才〉は，中高生
以上を対象とし承諾誘導技法を題材とした Web学習コ
ンテンツの開発を行っている。この学習コンテンツは，
承諾誘導技法がなぜ効果をもつのかを学習者に考えさせ
ることで，入慢の情報延理への理解を深め，適切な情報
判断を促すことをねらいとしている。
しかしながら，依然として清報判断についての指導が
学校教育の中で実現できているとは言い難い。子どもた
ちに需報を適切に判断する力を身につけさせるには，ま
ず指導する側の教師自身が十分な構報判断力を身につけ
ておかなければならない。しかし，実は教師も，清報判断
を適確に行うための害報教育を受けているわけではない。
公立の小・中学校の教師25名を対象として「教師は，
他の職業よりも判顕する場面が多いと思うか ?Jf教師と
しての判断は，他の職業よりも責イ壬が大きいと患うか ?J
「教諒として判断する際判新を迷ったこと，あるいは
誤った判断をしてしまったことがあるかわを尋ね， 5 
段潜評伍を求めたところ，多くの教師が他の職業よりも
自分が行う判新の責任が大きいと意識しているが，その
判断に昌信がもてていないことが分かった(表 1参照)。
この結果から，構報教育の指導のためにも，また，教師
の日々の判断に役立てるためにも，教師岳身の'清報判断
力を高める研諺を行う必要性があると考えられる。
表 1 教師の需報判断に対する意識についての調査結果
5段措評倍 5 4 3 2 1 
1 .教師は，他の職業よりも判断する 。7 13 5 0 場面が多いと患うか?
2.教舗としての判断は，他の職業よ 1 14 8 2 0 りも重イ壬が大きいと悪うか?
3.教師として判翫する際，判断を
迷ったこと，あるい泣誤った宇IJ軒 3 16 5 1 0 
をしてしまったことがある1J)? 
主 1) 5 :非常にそうである 1 :全くそうでない
注 2)単位は(名)
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2.教員研修の現状
現在行われている教員萌修について調べたところ，香
川県では，教育委員会が主催して行っている基本的な教
員研惨として， 1年目， 6年目， 11年自， 21年目といっ
た教職経験年数の節目毎に年間を通して20回前後行わ
れていることが分かつた。その中に構報教育に関する内
容の研諺も設定されており 全教員が靖報教育に関する
研修を受けることになっている。しかし，研修の内容に
ついては，コンビュータの操作技術や学習指導への活用
方法といった内容が中心であり 教師の情報判断力を高
めるような研修は行われていない(表2参照)。
表2 香)1震における基本的な教員研修の内容(H18年度〉
初任者研修
全19回のうち，靖報教育研穆2@]
①清報モラル・著作権!こ関する指導・講話
53コンビュータ操作実習
教職5年経験者研修構報教育研諺無し
教職10年経験者研修
全19屈のうち，情報教育研諺1園
①コンビュータ操作実翠(情報モラルに関する内容の指
導も含む〉
教職20年経験者研修
全4百のうち，警報教膏研修 1@]
①コンビュータ操作実習(，障報モラルに関するl喝容の指
導も含む)
その他の専門研諺
全37講座中警報教膏!こ関する講産は 13講座
①コンビュータ〈ソフトウェア〉操作実習 8講座
争コンビュータでの教材作成 3講座
③コンビュータの特別支援教育への活用 1講座
④ネットワーク管理者養成 1講座
同じく岐阜県における経験年数の範目毎の教員研修を
見てみても，それぞれの研修に情報教育に関する研諺が
含まれてはいるが，その内容は香川県と同様で，コン
ビュータの操作技術や活用方法に関するものが中心であ
る(表3参照)。飽の都道府県においても，事情が大きく
異なるわけではない。こうした現状から，教師の情報教
育に関する研修に用いるための，情報事j新に関する研修
教材を開発する必要があると考え 本研究において開発
を行った。
表3 岐阜県における基本的な教員研修の内容(H18年度〉
初任者研穆
全25日のうち，清報教育研穆は，教青事務所における「主
に教育活動の実践的な酉の研修 (10自)Jの中で行われる。
3年自研鯵
全3日のうち，構報教育研修1日
ワ〉清報機器を活用した授業・1曹報モラル
§年目研修
全8自のうち，靖報教膏研修5日
①生徒指導・道徳教育・特民活動及び教科におけるパソ
コン活用に関する研諺 (5日〉
12年自研修電報教育研修無し
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3.研修教材の開発
3. 1. 教材開発の基本方針と概要
本研究で開発した，教障のa情報判断力を高める研修教
材の基本的な方針を以下に述べる。
研修の次数については，都道府県毎の基本的な教員研
諺や学校毎の校内研修での活男を考え 香川県や岐車果
の靖報教育研諺を参考に 2時間X3日や3時間X2日
といった研穆日程を想定し，ある程度自由に組み合わせ
られる， 1次が60分の全6次とする。教材泣， Web教材
を中やとし，指導者用資料，ワークシートの3点で構成
する。図 1にWeb教材のトップページを示す。
Web教材を中JL'、としたのは次のような長所を備えて
いるためである。
①動画や音声が扱える。
②最初は伏せておきたい資料を，ページを切り替えた
りリンクを張ることで槌時提示できる。
③参加者がコースを選択した際 それにあわせた資料
や画面を提示できる。
また，外見詰閉じだが張つであるリンク先が違うペー
ジを荊意することで，後で種明かしをする持まで参加者
には気づかれないまま 参加者をグループ分けしておく
ことも可能となる。第2次と第3次では，提示する情報
が異なる場合の参加者の反応を調べ 後で比較吟味する
という演習を研穆の中に取り入れており， A.Bグルー
プ用の2種類のWeb教材を用意している。
教材が開発者やその周りだけに留まらず，広く活用さ
れるためには，誰もが指導者として研修を取り扱えるこ
とと場所を選ばず研修が行えることが重要な要素となる。
今回，教材を開発するに当たっては，まず，指導者用資
料を，指導者の研修を進めていく発言や留意点などを台
認やト書きのような形で扱う，台本形式で作成した。指
導者となった場合 この資料を一読すると取り扱う研惨
のイメージがつかめ 自分なりにアレンジすることもで
きるし，この資料の通りに進めることもできる。
どこであっても研修を行うことができるようにするに
は，研修を行うための資料が容易に手に入ることと研修
会場の環境にある翠慶自由度があることが条件であろう。
資料の入手しやすさについては 指導者用資料やワーク
シートなどの全ての資料を PDPファイル化し， Webサー
バーにアップしておくことで インターネットにつなが
るコンビュータさえあれば それらをダウンロードし準
備することができる。また，研{宴会場の環境については，
Web教材を提示できない場合でも研修を行えるよう，最
抵最必要な資料をワークシートに載せる等の工夫も行っ
た。
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国 Web教材トッフ。ページ
う。 Aschは， 58名の被験者を 2グループに分け，それ
3.2. 開発した教材の異体例 ぞれにある人物についての特徴リストを聞かせた上で，
開発した教材の内容について 第3次と第4次を例に
挙げて紹介する。
<第3次>
第3次では，情報の提示JI霞序の違いがそれをもとにし
た判断に及ぼす影響を取り扱う。
まず最初に，鈴木 (1998)による第一印象の効果の実
験を参考にした，整数のかけ算の見当付けの濠習を行う。
1から 8までの整数のかけ算について培算での見当付け
を行う際，人間には小さい数字から顕に提示された場合
と，逆に大きい数字から頬に提示された場合とでは見当
付けの結果が大きく変わってしまう傾向がある。 j寅習で
は，この額向を参加者が実感することを目的とし，小さ
い数字から提示されるページへの1)ンク (Aグループ用)
と，大きい数字から提示されるページへのりンク (Bグ
jしープ用〉をそれぞ、れ張った 外見が法とんど同じWeb
教材のページを2種類用意した。研{彦の前にあらかじめ
参加者を半分にグループ分けしておき，それぞれ別の
ページを提示しておくことで 参加者がグループ分けさ
れていることに気づかないまま演習に臨みなぜ砲の入
と判断が違ってしまうのだろう」という疑問を抱きやす
いよう工夫している。
判断に対する疑問をもたせた上で今度は， Asch 
(1964)の対人の印象形成の実験を参考にした演習を行
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その人物についての印象を短い文章で書かせた。今回の
研諺教材の開発では，この実験をより自常での判断場面
に近づけようと，提示する情報に文字情報だけではなく
動画も用いることにした。まず，提示する情報の内容と
して，青木(1971)の性格表現用語における使用頻度の
高い形容語群を参考に よい印象を与えるもの(思いや
りのある，公共Jむのある，愛情深い，勤勉な〉と，それ
に対応するような悪い印象を与えるもの〈思いやりのな
い，だらしない，冷たい，国々しい〉をそれぞれ4語ず
つ選んだ。そして，それぞれの語を表現する動画を作成
し， 10秒毎に岳動的に切り替わっていくよう設定した。
図2は，動画を再生することができない環境への対応と
して，静止画に簡単な説明を加えたものが6秒間で切り
替わっていくものである。この演習でも，前の漬習と同
じくグ)vープ毎のページをWeb教材に用意しておく。そ
れぞ、れの演習へのリンクを張った第3次Web教材の 1
ページ目が函3である。
2つの演習において参加者の判断が分かれてしまった
ことの種明かしをし，解説をする際には，前出の Asch
の実験を用いて説明する。 Aschの場合，片方のグ)vー プ
には「知的なj→「勤勉な」→「笥動的なJ→「批判的
なj→ f頭、匿なj → f嫉妬深しりという文字構報を，そ
してもう一つのグループには同じJ語報を逆の顕番(f嫉妬
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譲{立近所むおばあさんの荷物を 穣{正公園の花壇(J)花{こ.7.kを島げ
ました。キムラさんの荷動 持って，手を引いてき伝いてoげましたか
3 
マウスをクリックすると，キムうさんのSつの
行動場寵がtJ跡されます。
それらを這意i京銀欝'Jて，このキムラざんと
いう人物がどんむ人なのかを軒続て下さいe
※議蕗iまE量動的に渓知ゥていき.;:1:すので，始
~ゥTこ後{立クリックなどをしむいようiこして下
さい。
4 5 
被{ま，さびしそうiこしている犬を，か
まってあげました。
穣iま，資格を震るために，夜遅くまで
熱心に魁強しました掬
被I;;J:，落ちていた500丹五を拾って，
自分母物iこしました。
6 7 8 
授は，混がついたままの靴で鹿下を
さらぎ，誌をよごしました。
設は，欽み絡えたコーヒーの空き缶をz
撞え込みに捨てました。
援は， J善j濠者罵スペース{乙自分の
奉を室主主主しました。
函2 Web教材 第3次 F同じ材料なのに，なぜ判断が異なるのか?J
キムラさんについて特臨する手だてとなる 8つの行動場面 Aグループ用 (8グループは逆の1震で提示される)
深いJ→「頭固な」→「批判的なj→「衝動的なj →
「勤勉なj→「知的なJ)で提示している。つまり，よい
印象を与えるような清報から提示する場合の印象形成と，
逆に悪い印象を与えるような情報から提示した場合の印
象形成とを比較したのである。国4に，本次の Web教材
解説編のページを示す。
<第4次>
第4次では，竹村(1996a，b)が紹介するEllsberg(1961) 
のパラドックス問題を研修に取り入れる。これによって，
クジの選択など冒険的な判断場面での入閣の判断傾向を
扱う。リスクを伴う判断を行う場合，利益の確率計算が
確実にできる方を選んでしまう額向と その結果として
前後する選択場匡において矛盾した判断となってしまう
ことを確かめることができる。教材を作成していくに当
たって，当初， Web教樹上で自分の判顕したコースを選
択(クワック)して進めていく(国5・図Sが選択のペー
ジである〉と，クリック数をサーバーにおいてカウント
していき，判断の結果と解説のページにそれぞれのコー
ス選択者の総数が表示されるよう設定していた。しかし，
60 
教材の試行の際，参加者が一度選択を終えた後で再び最
初から，今度は別なコースを選択し直す行動が見られた。
その結果，カウントされた選択者の総数の信頼性に疑問
が生じたため，最後のページには，選択したコースだけ
を表示する設定に変更した。この Web教材上での各コー
スの選択者数が分かると 人間の判断頬向がより実感で
きるであろうことから 正確な選択者数を計測できる方
法を考案し，用いることが望ましい。解説の段階では，
菌7に示した選択時に確実性を好む傾向を説明するペー
ジと，函8のその結果生じる前後の選択の矛盾を説明す
るページを分けて切り替えられるようにした。まず，確
率が確実な方を選んでしまう傾向を確認し，納得した上
で，実はその選択には矛盾があることを知ることにより，
驚きや情報判新への課題意識をより高めることができる。
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穏じ錆載をもとに鞠援しているのに著
計算(J)襲警もりや入惣裁ま襲撃iこ護いがおるようです震
なぜ議いが主主乙たのでしょうか?-・4襲撃議事轟へつづく
ミます。
国3 Web教材 第3次「詞じ材料なのに，なぜ判断が異なるのか?J 1ページ自
その後，みなさんとおなじように人物についての慰霊震をま重い文章撃で審会ゼましたφ
9~とAグルーブ(d:
f能力があり，それを援なう!~どではなも器療の欠点がある人勢j
g夕、ルーブ{ま
なjという持議室がどのようi議苓表されていたの部こついて交てみ答とよミダルー ブ官d:，この人(d:言言力がある
ので締斡半IJ霊安ができ答だろうといった，建議官設誤認ζ綜釈されていました会これに対して，旬、)["ー ブでは人柄に問題が
ありそうでこの人の事鱒はあてiこならないといった，マイナス(j)務毅会常語れ2といたのちJたe
つまり，最初{こ謙三表された努後がまず印象の土台となり事後から与えられる特織設立して影響J総7るということ力主分かった
のですむ
は乙めiこ持つまと禁嚢の莞童特1す実畿で.小さい数学会、ら提議された議会と大き
い数字から擾器された議会とで，懇察されまと結裏金堂還ったのも最観的数字が綾
命器禁iこ彰饗しまとからなゐです認。
図4 Web教材 F爵じ材料なのに，なぜ判断が異なるのか?J 2ページ巨
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籍の中には会計90鎮の三まが入っています聾 i 
そのうち.泰三豆が30懇で.薬ミfi.1::糞ミまま声合おせて60強入っています。;
そこから3鰻去を怒号践し務たヨ互の色によって糞金が決ま静ます。!
重量護持議れ認1J玉鍔き撃たり 1
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あなた捻どちら母コースが事議たりやすいクジ1さと患いますか?
窓会1評議載するとしたち選ぶ方をヲザッタしてくださいe
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孝三選去の襲警の2心理
この実畿をすると，多くの入金¥，ねー スと設コ}スを議乱てしまいますや
なぜ，このよツ議室乗がおるの窃Jょうか?それtd:.人霊祭喜本議恕浪路を務，~之見事詩鞠tß曇るため詰めです。
もう一度，それぞれのコ}スむ内容銃撃かがめも参入議録欝欝i議i議たってお蒋銭安考えてみましょう。
;*結
.駈と槻鉱仇せて縄吋! 
ムコ}スではさきた場'301器tl必ず義1.)ます。功議禁君主会議るや
しかし間}スで{まさ議た~治\3討議i三よるるお私立~~ませ入試踏み欝校進 ，1，少数;h~ません持基5L lまいであるや
そむため人識は議案協議経捧もれるお}スを懇意議おうちに選んちJまう鰭毎があるようです。
時義いまいでるる争
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4. まとめと今後の課題
本研究では，教師の情報担既に関する意識調査や教員
研修の現状より，教師の慣報判断力を高める研修のを要
性を重視し，研諺教坊を開発した。この研穆教羽が，様々
な学校，地域において活用されるためには，誰もが指導
者として指導を行えることが重要な条件となる。この点
をふまえ，教材の活用のしやすさを 教材を開発するに
当たっての留意点とした。そして Wぬ教材の形態を取
ちながらもインターネットに接続する環境が整備されて
いなくても研修が行えるよう，ワークシートにも資料を
載せたり，誰が指導者になっても一定のレべんを保った
研修を行うことができるよう指導者用資料を台本形式で
作成した。
しかし，研修教材の予嶺評価においては，開発者が指
導者となり，主として研疹内容の妥当性の検討や教材の
NO.4 (2007) 
評価を行ったため，誰でもこの研修教材を使って指導で
きるかという点についての検討が十分に行えていなし迫。
また，全6次を通しての研修を同ーのグループにおいて
行っていないため 研修全体を通しての教師自身の情報
判断力の高まりや2請報判断に対する意識の変容について
の検討も十分とは言えない。様々な現場で活用される研
諺教務とするためには，今後，全6次を通しての研修の
効果の検討や，開発者以外が指導者として研諺を行う場
合の容易性の検討および評価を引き続き行っていく必要
がある。
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